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 旧若杉小学校跡地の本格活用に関するワークショップ等の開催結果について 

 

旧若杉小学校跡地の本格活用に向けて、以下のとおりワークショップ及びオープンハウスを開催し

ましたので、結果等を報告します。 

 

１ ワークショップ等の開催結果 

（１）ワークショップ 

回数 日時 会場 参加者数 主な内容 

1 
令和 6年11月 2日(土) 

午後 2時～午後 5時 

旧若杉小学校 

体育館 

47名 ・地域が抱える課題等を共有 

2 
令和 6年12月15日(日) 

午後 2時～午後 5時 
40名 

・7班に分かれて、跡地活用に向 

けたアイデアを意見交換 

3 
令和 7年 1月26日(日) 

午後 2時～午後 5時 
39名 

・各班で跡地活用のコンセプト 

等を検討 

4 
令和 7年 2月23日(日) 

午後 2時～午後 5時 
38名 

・跡地活用のコンセプト等に基 

づき成果物ワークシートを作成 

 

（２）オープンハウス 

回数 日時 会場 来場者数 主な内容 

1 
令和 7年 3月 28日(金) 

午後 4時～午後 8時 

旧若杉小学校 

体育館 
53名 

・ワークショップの成果物ワー 

クシート等をパネル展示 

・パネル内容等に対するアンケ 

ートを実施(※) 
2 

令和 7年 3月 29日(土) 

午前10時～午後 4時 

荻窪ﾀｳﾝｾﾌﾞﾝﾋﾞﾙ 

荻窪駅前北口広場 
154名 

 ※令和 7年 3月 15日(土)～4月 6日(日)の間、区ホームページ上でも同様のアンケートを実施 

（回答数：会場 30件、区ホームページ 24件） 

 

２ ワークショップ等を踏まえた今後の取組 

ワークショップの成果物ワークシート等に基づいて区が整理した４つのキーワード（誰でも気軽

に立ち寄れる場、つながりが生まれる場、災害時に活用できる場、地域の子どもを育む場）を踏ま

えた上で、跡地の活用方法(たたき台)を２～３程度作成し、オープンハウスや意見交換会等を通じ

て区民の意見を聴取していく。 

 

３ 今後の主なスケジュール（予定） 

 令和 7年 6月 15日 広報すぎなみ等で 7月のオープンハウス及び意見交換会について周知 

7月 11日～12日 跡地の活用方法(たたき台)に対するオープンハウス及び意見交換会等 

を開催（意見交換会は 12日のみ） 

      10月     跡地の活用方法(素案)に対するオープンハウス及び意見交換会等を開催 

     12月    跡地の活用方法(案)を区立施設マネジメント計画の一部修正(案)に反映 

 令和 8年 1月    区立施設マネジメント計画を一部修正 
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（オープンハウス等のアンケートでの主な意見）

・全員が利益を享受できる施設ができると嬉しい。

・駅に近く、住宅密集地区でもあります。防災への備えは必須。

・子どもの居場所を考えてあげることが大切だと思います。

・広さを活かしたオープンな建物に。

・災害時の拠点となる場所になることを希望します。

・0～18歳の子どもと子育て世代が使える場所。

・屋外のオープンスペースはできるだけ広く取ったほうがいい。

・子どもたちが利用できる、天候に左右されない安全に配慮

した施設になって欲しいです。
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※成果物ワークシート及びアンケートの全文は区ホームページに掲載しています。

区ホームページ：https://www.city.suginami.tokyo.jp/s002/1346.html

https://www.city.suginami.tokyo.jp/s002/1346.html
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